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１ 教育委員会の活動状況 
 
（１）教育委員会の構成（令和５年3月31日現在） 

職 名 氏 名 任 期 就任年月日 

教  育  長 橋本 博子 
令和３年９月12日～ 
令和６年９月11日 

平成27年９月12日 

教育長職務代理者 橋本 篤哉 
令和元年６月19日～ 
令和５年６月18日 

平成23年６月19日 

委    員  田 信義 
令和２年12月16日～ 
令和６年12月15日 

平成27年12月16日 

委    員 橋本 聖一 
令和３年９月12日～ 
令和７年９月11日 

令和３年９月12日 

委    員 齋藤 夢子 
令和４年７月１日～ 
令和８年６月30日 

令和４年６月24日 

 
（２）会議の状況 
  教育委員会の会議は、六ヶ所村教育委員会会議規則（昭和40年10月１日教

育委員会規則第１号）第５条第１項により定例会と臨時会とし、定例会を毎

月第３水曜日に、臨時会を必要がある場合に開会することとしている。 

令和４年度においては、教育長を含め５名の教育委員が、教育行政に関す 

る施策について審議を行い、その案件の件数及び概要については以下のとお 

りである。 

 

定例会 12回  
臨時会 ０回  

 

 開 会 日 案       件 

４月定例会 ４月20日(水) 
・議案第１号 令和４年度六ヶ所村要保護及び準要保護児童生徒 

援助費支給認定について 他 議案５件 

５月定例会 ５月18日(水) 
・議案第７号 令和４年度六ヶ所村要保護及び準要保護児童生徒 

援助費支給認定について 他 議案１件 

６月定例会 ６月15日(水) 
・議案第９号 六ヶ所村の教育に関する事務の点検・評価委員の 

委嘱について 他 議案 ３件 

７月定例会 ７月20日(水) 
・議案第13号 令和４年度六ヶ所村要保護及び準要保護児童生徒 

援助費支給認定について 

８月定例会 ８月17日(水) 
・議案第14号 令和３年度教育に関する事務の点検及び評価に関 

する報告書について 
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９月定例会 ９月21日(水) ・議案なし 

10月定例会 10月19日(水) 
・議案第15号 六ヶ所村連合PTA教育長賞について 

 他 議案１件 

11月定例会 11月16日(水) 
・議案第17号 六ヶ所村教育奨励賞審議委員会委員の委嘱について 

 他 議案３件 

12月定例会 12月21日(水) ・議案なし 

１月定例会 １月18日(水） 
・議案第21号 令和４年度六ヶ所村要保護及び準要保護児童生徒 

援助費支給認定について 他 議案３件 

２月定例会 ２月15日(水) 

・議案第25号 職員の職務に専念する義務の特例に関する規則の 

一部を改正する教育委員会規則について 他 議案22件 

・報告第１号 六ケ所高等学校通学バス運行事業分担金徴収条例 

施行規則の一部を改正する規則について 

３月定例会 ３月24日(水) 
・議案第48号 六ケ所村教育委員会が管理する個人情報の保護に 

関する規則について 

 
（３）その他の活動状況 

教育委員会に関わる会議、研修会、式典等に出席し、教育・スポーツ・文化

の振興に努力した。 
 
 □学校訪問（村立小中学校７校） 

    ７月４日及び11日の２日間で、小学校４校、中学校３校の学校訪問を実施 

 した。 

実施にあたり、各校に対して、学校経営の方針、学校運営の重点等について

説明を求め、授業参観と校内視察を行い、教育職員との意見交換から教育現場

の現状や課題等の把握を行った。 

 
 □その他の主な事業 

・小中学校入学式及び卒業式出席（４月及び３月） 
・上十三市町村教育委員会連絡協議会教育委員・教育長研修会出席 

                        （11月10日） 

・中学生海外体験学習報告会出席（１月21日） 

・市町村教育長教育委員研修協議会出席（２月10日～11日） 

・六ヶ所村教育奨励賞、スポーツ賞授与式（２月22日） 
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２ 教育予算の執行に関する状況 
 
 六ヶ所村教育委員会は、郷土に誇りを持ち、多様性を尊重し、創造力豊かで、

新しい時代を主体的に切り拓く人づくりを目指し、「夢や志の実現に向け、知・

徳・体を育む学校教育」、「学びを生かし、つながりをつくり出す社会教育」、

「次代へ伝える、かけがえのない文化財の保存・活用」、「活力、健康、感動

を生み出すスポーツ」を小・中学校、その他の関係機関・団体との連携を図り

ながら推進することを教育施策の方針としている。 
 令和４年度教育費最終予算額は17億7,565万円で、対前年度比54.80％の減、

村予算全体に占める教育費予算の割合は11.62％であった。また、令和４年度教

育費決算額は17億4,757万7千円であり、対前年度比55.90％の減であった。 

予算に対する執行率は98.42％であり、概ね計画どおりの予算執行となった。 

対前年度比による決算額減額の主な要因は、小学校費の千歳平小学校整備事

業において校舎等の完成に伴う事業費の縮小と中学校費の工事発注件数の減少

によるものである。 

（単位：千円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 主要な事業の点検・評価 
 
 令和４年度に教育委員会が実施した事業から、第４次六ヶ所村総合振興計画

及び第４次生涯学習中期推進計画に基づき、点検・評価する事業を75事業抽出

し、担当課において、妥当性・有効性・効率性の３つの指標を基に、評価基準

を定め、総合的に評価（一次評価）を実施した。また、担当課による一次評価

の結果を基に、教育委員が一次評価の妥当性や今後の方向性について点検・評

価（二次評価）を実施した。 

 
評価基準［一次評価、二次評価共通］ 
Ａ：期待通りの成果が上がっており、現状のまま継続する。 

 Ｂ：概ね期待通りであるが、さらに改善の余地がある。 
 Ｃ：早急に改善を要する。 
 

最終予算額 決算額 最終予算額 決算額 最終予算額 決算額

1 教育総務費 490,929 486,537 456,303 452,451 34,626 34,086

2 小学校費 510,119 508,634 2,056,042 1,957,652 △ 1,545,923 △ 1,449,018

3 中学校費 79,102 77,454 120,593 117,096 △ 41,491 △ 39,642

4 社会教育費 231,272 219,289 222,773 219,309 8,499 △ 20

5 保健体育費 464,228 455,663 384,425 379,355 79,803 76,308

合 計 1,775,650 1,747,577 3,240,136 3,125,863 △ 1,464,486 △ 1,378,286

費目
令和３年度令和４年度 増減額
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(１) 一次評価の概要 
 

 担当課による一次評価の結果は、期待通りの成果が上がっており現状のまま

継続する（Ａ）とされた事業が64事業、概ね期待通りであるがさらに改善の余

地がある（Ｂ）とされた事業が３事業、早急に改善を要する（Ｃ）とされた事

業が０事業であった。 

 また、中止となった事業は８事業あり、いずれも新型コロナウイルス感染症

拡大防止対策により中止としたものである。 
 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 中止 
64事業 ３事業 ０事業 ８事業 

 

(２) 二次評価の概要 
 

 担当課による一次評価の結果を基に、教育委員５名により一次評価の検証並

びに二次評価を行い、修正すべき点については修正を加えた。 

二次評価の結果は、一次評価と同様であり、Ｂ評価となったNo.58 分館運営

委託事業には、「数年Ｂ評価であり、改善方法を検討したい」「実態を把握し

た対策が必要」と言った意見があり、問題点や改善の余地を特定し、定期的な

評価と改善プロセスが導入されているかどうか確認する必要がある。 

 

Ａ評価 Ｂ評価 Ｃ評価 中止 
64事業 ３事業 ０事業 ８事業 

 
４ 有識者の意見 
 

（１）六ヶ所村の教育に関する事務点検・評価委員 
氏  名 役  職 
佐藤 栄作 泊中学校評議員 
葛西奈栄子 尾駮小学校評議員 

橋本 正之 南小学校評議員 
岡山 せつ 千歳平小学校評議員 

 
（２）意見の聴取 

 
 点検・評価の客観性を確保するため、教育に関する事務の点検及び評価に関

する規則（平成21年２月23日教育委員会規則第１号）第４条第２項に基づき、

教育に関し高い識見を有する者４名を教育委員会において選任、会議を開催し

て、75事業の評価結果に対し総合的な意見を頂いた。 
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 □会議の開催 
  日時 令和５年８月10日 18時から 
  場所 中央公民館 会議室 
 
(３) 意見の概要 
 一次評価及び二次評価について、概ね妥当であるという評価であり、引き続

き村教育委員会が掲げている教育施策の方針に沿った事業の実施を期待すると

いう意見であった。 

なお、会議では、社会教育事業に対して、イベントに参加する人が少ない（決

まった人しか参加していない）、人口減少や高齢化が進む地区は分館運営が厳

しい状況である、また、県立六ケ所高等学校に関連する各事業に対しては学校

の魅力向上に寄与できれば良い等、点検・評価委員と事務局間で積極的に意見

が交わされた。 

 個別の意見等については、以下のとおりである。 

 

▼No.12 小中学校村費負担教員及び学校教育支援員配置事業 

    ・個々で理解度は同じでない為、学力の向上に必要であると思う。 

    ・多くの教員、支援員が配置され学校側も喜んでいる。多様な人材が 

適切に配置されることを望む。 

 

▼No.13 小中学校検定受検費補助事業 

▼No.14 教育相談配置事業 

▼No.15 「六ヶ所村夢をはぐくむ教育」推進事業 

▼No.16 学校教育振興会補助事業 

    ・（No.13～16）教育の質の向上につながる事業が手厚く行われている 

と思う。 

 

▼No.17 村営学習塾運営業務委託事業 

    ・基礎学力の向上に必要であると思う。 

    ・今後も学習の向上、学習意欲の向上につながることを期待する。 

 

▼No.18 環境・エネルギー教育推進事業 

    ・村の児童生徒にいろいろな経験をして欲しいと思っている。 

 

▼No.21 小中学校タブレット端末購入事業 

▼No.22 小中学校タブレット教材購入事業 

▼No.23 小中学校タブレット端末活用支援事業 

    ・（No.21）低学年から、端末に触れて操作に慣れて欲しい。 

    ・（No.22）学力向上、自宅学習に繋がっていれば良いのではないか。 
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    ・（No.23）Webを使用する際の負の部分とモラルの理解が必要だと 

思う。 

    ・（No.21～23）ICTの研究発表が行われる程、最先端の教育が実施 

出来る事を可能にする事業である。 

▼No.29 奨学資金貸付事業 

    ・学力優秀で卒業後、本村に残る方に付与出来ないか。 

 

▼No.35 海外体験学習事業（小中学校） 

    ・児童生徒の可能性、視野を広げるため、今後も継続して欲しい。 

 

▼No.47 スポーツ大会開催事業 

    ・内容変更の必要性を感じる。 

 

▼No.48 県民駅伝競走大会事業 

    ・予算は十分なのか。 

 

▼No.51 大石総合運動公園及び総合体育館管理運営事業 

▼No.52 千歳平地区体育館及び屋内グラウンド管理運営事業 

▼No.53 屋内温水プール管理運営事業 

    ・（No.51～53）この施設に行けば安心して、安全にスポーツが出来る。 

そのような施設の維持、管理、サービスをしていただ 

きたい。 

 

▼No.54 郷土館管理運営事業 

▼No.55 図書館管理運営事業 

    ・（No.54）運営に館長、スタッフの工夫が感じられ、よくやっている 

と思う。 

    ・（No.54～55）郷土館のイベント等も活性化しており、No.51～55に 

ついては常に人々が集い活動している様子。スポー 

ツ・文化共に活性化している様に感じる。 

 

▼No.56 生涯学習イベントきらきらライフフェスティバル開催事業 

    ・村内では体験できないワークショップは大変よい企画だと思う。 

 

▼No,57 民俗芸能団体補助金 

    ・興味を持つ子供、大人が減少している。 

    ・補助金交付の手続きに遅延がある。 
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▼No.58 分館運営委託事業 

・内容、事業そのものを検討する必要があるのではないか。 

    ・見直しの時期になっていると思う。 

 

▼No.62 村民文化祭開催事業 

    ・すべての小中学生の作品展は大変よいと思う。 

 

▼No.63 民俗芸能発表会開催事業 

    ・住民は興味を持っているのか疑問。 

 

▼No.64 成人講座開講事業 

▼No.65 サークル活動支援事業 

    ・（No.64，65）例年同じ内容を実施しており、参加者も同じ人である。 

 

▼No.68 花いっぱい運動 

▼No.69 貸し館事業 

▼No.70 泊地区ふれあいセンター浴場施設管理運営事業 

▼No.71 公民館講座開講事業 

▼No.72 ミニ講演会事業 

▼No.74 健康づくり事業 

    ・（No.68）美化と地域の連携を図る事業が出来、素晴らしい。 

    ・（No.72）制限されながらも受講者に好評を得た事業を開催出来た 

事は大変素晴らしい。 

    ・（No.68～72，74）参加者の増減を知りたい。公民館事業は何の 

変化もないと考える。 

 

▼No.75 広報活動事業 

    ・継続した広報活動が住民の参集の一助になり、目的を達成している。 

 

◎今後の方向性に対する意見 

 ・特になし。 

 

５ 総括 
 
 地方教育行政の組織及び運営に関する法律第26条の規定により、令和４年度

の本村の教育行政に関する事務の管理及び執行の状況について、上記のとおり

報告する。 
 新型コロナウイルス感染症の感染拡大により、令和２年度以降、学校教育活

動、社会教育活動とも制限がかかる中、令和４年度は徹底した感染対策のもと
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で実施に至った事業があり、これらの事業が目的に掲げた成果を達成出来たこ

とは有意義であった。 

また、その他の事業についても、児童生徒の学びの場を保障し、住民に生涯

学習とスポーツの場を提供することができ、関係機関・団体との連携を図りな

がら、次年度以降の事業実施に取り組みたい。 

最後に、コロナ禍を経て、内容の見直しが必須とも言える事業が明確になっ

てきていることから、単にコロナ禍以前の姿に戻るのではなく、既存事業の質

を向上させるための見直しや工夫が必要であると考える。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（参考）地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋） 

 

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等） 

第26条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第一項の規定により教育長に委任さ

れた事務その他教育長の権限に属する事務（同条第四項の規定により事務局職員等に委任され

た事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。 
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６．点検・評価事業一覧

番号 施　　策　　名 事　　　業　　　名 評価 担当課 備考

1 就学環境の整備・充実 小中学校教材用等備品購入事業 Ａ 学務課

2 就学環境の整備・充実 要保護及び準要保護児童生徒援助事業 Ａ 学務課

3 就学環境の整備・充実 小中学校等入学祝金交付事業 Ａ 学務課

4 就学環境の整備・充実 六ヶ所村小中学校通学バス運行委託事業 Ａ 学務課

5 就学環境の整備・充実 小中学校施設改修事業 Ａ 学務課

6 就学環境の整備・充実
小中学校グラウンド調査設計業務委託事
業

B 学務課 新規

7 就学環境の整備・充実 学校保健会補助事業 Ａ 学務課

8 就学環境の整備・充実
児童生徒健診・就学時健診・教職員健診
事業

Ａ 学務課

9 就学環境の整備・充実 学校医・学校歯科医・薬剤師委嘱事業 Ａ 学務課

10 就学環境の整備・充実 学校災害共済給付事業 Ａ 学務課

11 就学環境の整備・充実 学校保健特別対策事業 Ａ 学務課

12 教育の質の向上
小中学校村費負担教員及び学校教育支
援員配置事業

Ａ 学務課

13 教育の質の向上 小中学校検定受検費補助事業 Ａ 学務課

14 教育の質の向上 教育相談員配置事業 Ａ 学務課

15 教育の質の向上 「六ヶ所村夢をはぐくむ教育」推進事業 Ａ 学務課

16 教育の質の向上 学校教育振興会補助事業 Ａ 学務課

17 教育の質の向上 村営学習塾運営業務委託事業 Ａ 学務課

18 教育の質の向上 環境・エネルギー教育推進事業 Ａ 学務課

19 教育の質の向上
学力到達度調査及び学習意識調査業務
委託事業

Ａ 学務課

20 教育の質の向上 学校評議員配置事業 Ａ 学務課

21 教育の質の向上 小中学校タブレット端末購入事業 Ａ 学務課 新規

22 教育の質の向上 小中学校タブレット教材購入事業 Ａ 学務課 新規

23 教育の質の向上 小中学校タブレット端末活用支援事業 Ａ 学務課

24 教職員等の住環境の整備・充実 教員住宅改修事業 Ａ 学務課

25 教職員等の住環境の整備・充実
教員住宅建築工事実施設計業務委託事
業

Ａ 学務課 新規

26 特別支援教育の充実 教育支援委員会補助事業 Ａ 学務課

27 特別支援教育の充実 特別支援教育就学奨励事業 Ａ 学務課

28 特別支援教育の充実 通級による指導通学費補助事業 Ａ 学務課

29 高等教育就学の充実 奨学資金貸付事業 Ａ 学務課

30 高等教育就学の充実 高等学校生徒通学費等補助事業 A 学務課

31 高等教育就学の充実 六ケ所高校通学バス委託事業 Ａ 学務課

32 高等教育就学の充実 六ケ所高校活性化対策協議会補助事業 Ａ 学務課

33 高等教育就学の充実 室蘭工業大学交流事業 Ａ 学務課

34 青少年の健全育成推進 生徒指導推進事業 A 学務課

35 小・中学生海外体験学習事業 海外体験学習事業（小中学校） Ａ 学務課

36 外国語教育の推進 外国語指導業務委託事業 Ａ 学務課

37 学校給食の充実 学校給食センター管理業務 Ａ 学校給食ｾﾝﾀｰ

38 学校給食の充実 バイキング給食事業 - 学校給食ｾﾝﾀｰ 事業中止

39 学校給食の充実 学校給食センター運営委員会 Ａ 学校給食ｾﾝﾀｰ
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40 多種多様な学習機会の充実 家庭教育（乳幼児）学級開催事業 ― 社会教育課 事業中止

41 多種多様な学習機会の充実
小中学校家庭教育学級（地域連携学習）
開催事業

― 社会教育課 事業中止

42 多種多様な学習機会の充実 ことぶき教室開催事業 ― 社会教育課 事業中止

43 多種多様な学習機会の充実 リフレッシュセミナー開催事業 Ａ 社会教育課

44 各種団体等との連携強化 社会教育団体等補助金交付事業 Ａ 社会教育課

45 青少年の体験活動の充実 ジュニアリーダー研修会開催事業 ― 社会教育課 事業中止

46 青少年の体験活動の充実 少年少女発明クラブ活動事業 Ａ 社会教育課

47 スポーツをする機会の充実 スポーツ大会開催事業 Ｂ 社会教育課

48 各種団体・個人支援 県民駅伝競走大会事業 Ａ 社会教育課

49 各種団体・個人支援
全国大会等参加競技団体支援事業（ス
ポーツ補助金）

Ａ 社会教育課

50 各種団体・個人支援
社会体育団体補助金交付事業（六ヶ所村
スポーツ協会補助金)

Ａ 社会教育課

51 住民のニーズに合わせた施設の運営
大石総合運動公園及び総合体育館管理
運営事業

Ａ 社会教育課

52 住民のニーズに合わせた施設の運営
千歳平地区体育館及び屋内グラウンド管
理運営事業

Ａ 社会教育課

53 住民のニーズに合わせた施設の運営 屋内温水プール管理運営事業 Ａ 社会教育課

54 住民のニーズに合わせた施設の運営 郷土館管理運営事業 Ａ 社会教育課

55 住民のニーズに合わせた施設の運営 図書館管理運営事業 Ａ 社会教育課

56 文化活動の拡充
生涯学習イベントきらきらライフフェスティ
バル開催事業

A 社会教育課

57 各芸能団体等の支援・人材育成 民俗芸能団体補助金 Ａ 社会教育課

58
地域課題解決に向けた地域活動への
住民参加促進

分館運営委託事業 B 中央公民館

59 家庭教育支援の充実 わくわく親子体験講座 Ａ 中央公民館

60 青少年の体験活動の充実 令和５年六ヶ所村はたちを祝う会 Ａ 中央公民館

61 多種多様な学習機会の充実 中央公民館講座開設事業 Ａ 中央公民館

62 学習成果の活用・世代間交流の推進 村民文化祭開催事業 Ａ 中央公民館

63 学習成果の活用・世代間交流の推進 民俗芸能発表会開催事業 Ａ 中央公民館

64 多種多様な学習機会の充実 成人講座開講事業 Ａ 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ

65 多種多様な学習機会の充実 サークル活動支援事業 Ａ 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ

66 学習成果の活用・世代間交流の推進 泊地区ふれあいセンター祭開催事業 ― 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ 事業中止

67 青少年の体験活動の充実 青少年教室開催事業 ― 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ 事業中止

68
地域課題解決に向けた地域活動への
住民参加促進

花いっぱい運動 Ａ 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ

69 住民のニーズに合わせた施設の運営 貸し館事業 Ａ 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ

70 住民のニーズに合わせた施設の運営
泊地区ふれあいセンター浴場施設管理運
営事業

Ａ 泊地区ふれあいｾﾝﾀｰ

71 多種多様な学習機会の充実 公民館講座開講事業 A 千歳平地区公民館

72 多種多様な学習機会の充実 ミニ講演会事業 A 千歳平地区公民館

73 青少年の体験活動の充実 管内小学校映画鑑賞開催事業 ― 千歳平地区公民館 事業中止

74 スポーツをする機会の充実 健康づくり事業 A 千歳平地区公民館

75 文化活動の拡充 広報活動事業 A 千歳平地区公民館
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施 策 名 No.1 学務課

事 業 名 小中学校教材用等備品購入事業

令 和 ４ 年 度決 算額 12,306 千円

Ａ

施 策 名 No.2 学務課

事 業 名 要保護及び準要保護児童生徒援助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 4,682 千円

Ａ

施 策 名 No.3 学務課

事 業 名 小中学校等入学祝金交付事業

令 和 ４ 年 度決 算額 7,350 千円

Ａ

施 策 名 No.4 学務課

事 業 名 六ヶ所村小中学校通学バス運行委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 80,408 千円

Ａ

評 価 　配車計画及び運行ルートに基づいて安定して運行することができ、児童生徒の登下校時の安
全確保にも寄与した。

就学環境の整備・充実

概 要

　小中学校の統廃合による児童生徒の通学の利便向上を目的に、通学バス運行業務を実施す
る。
　　＜運行台数＞　尾駮小学校…３台　南小学校…２台　千歳平小学校…２台
　　　　　　　　　　　　第二中学校…４台　計…11台

就学環境の整備・充実

概 要

　経済的な理由により就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対して、必要な経済的援助
を行う。
　　＜支給費目＞　学用品費、通学用品費、校外活動費、修学旅行費、卒業アルバム代など
　　＜認定者数＞　小学校…41名　　中学校…36名　　計…77名
　　＜支給金額＞　小学校…1,481千円　中学校…3,201千円

評 価 　保護者の就学における経済的負担の軽減が図られ、義務教育の円滑な実施に資することがで
きた。

就学環境の整備・充実

７．主要な事業の概要

就学環境の整備・充実

概 要

　児童生徒が積極的に学習に取り組む意欲を喚起し、学力向上と健全な成長を促すことを目的
に、小中学校に教材用備品、校用備品を整備する。
　＜教材用備品＞　小学校…1,958千円　中学校…2,728千円　　計…4,686千円
　＜校用備品＞　　 小学校…4,474千円　中学校…3,146千円　　計…7,620千円

評 価 　学校からの要望を精査し、必要性の高い備品から購入して概ね期待通りに学習環境を整備す
ることができた。

概 要

　小中学校並びに特別支援学校に入学する児童生徒の保護者に対し、入学祝金を支給するこ
とで子育てに伴う家計負担を軽減し、もって村の定住促進及び少子化対策を図る。
　　＜入学者数＞　小学校…75名　　中学校…72名　　特別支援学校…0名　計…147名
　　＜支給金額＞　小学校…4,000千円　中学校…3,350千円

評 価
　保護者の新入学における経済的負担の軽減と、定住促進と少子化対策を図ることができた。
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施 策 名 No.5 学務課

事 業 名 小中学校施設改修事業

令 和 ４ 年 度決 算額 18,446 千円

Ａ

施 策 名 No.6 学務課

事 業 名 小中学校グラウンド調査設計業務委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 1,496 千円

B

施 策 名 No.7 学務課

事 業 名 学校保健会補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 533 千円

Ａ

就学環境の整備・充実

概 要

　学校施設を健全な状態で維持するため、必要な修繕及び工事を行い児童生徒の安全を確保
する。
　　＜修　繕　料＞　小学校…尾駮小学校グラウンド維持修繕ほか
　　　　　　　　　　　　　　　計…20件　1,795千円
　　　　　　　　　　　　 中学校…泊中学校窓ガラス修繕ほか
　　　　　　　　　　　　　　　計…９件　　1,322千円
　　＜工事請負費＞　小学校…千歳平小学校仮設学級園整備工事ほか
　　　　　　　　　　　　　　　計…10件　12,650千円
　　　　　　　　　　　　　 中学校…第一中学校グラウンド維持補修工事ほか
　　　　　　　　　　　　　　  計…３件     2,681千円

評 価
　学校施設の健全化が図られ、児童生徒が安心して学習できる環境を整備した。

就学環境の整備・充実

概 要
　強風の影響で表層部の砂が飛散し、路盤の砕石が露出している状況であることから、今後改
良を行うための調査設計業務を実施する。
　・尾駮小学校…638千円　・第一中学校…858千円

評 価 　グラウンドの排水機能が低下している等改修内容や概算費用を把握することができた。令和６
年度に予算要求し、第一中学校から改良工事を実施したい。

就学環境の整備・充実

概 要
　学校保健の研究並びに普及発展を図るため、関係者が協力し学校保健の向上に資することを
目的に、保健思想の普及啓発、事業の企画及び実施、調査研究、学校保健資料の斡旋などを
行うために補助する。

評 価 　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、総会は書面決議で行った。計画した事業は全て実
施し、学校保健の向上に資することができた。
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施 策 名 No.8 学務課

事 業 名 児童生徒健診・就学時健診・教職員健診事業

令 和 ４ 年 度決 算額 3,132 千円

Ａ

施 策 名 No.9 学務課

事 業 名 学校医・学校歯科医・薬剤師委嘱事業

令 和 ４ 年 度決 算額 1,220 千円

Ａ

施 策 名 No.10 学務課

事 業 名 学校災害共済給付事業

令 和 ４ 年 度決 算額 623 千円

Ａ

施 策 名 No.11 学務課

事 業 名 学校保健特別対策事業

令 和 ４ 年 度決 算額 5,259 千円

Ａ

就学環境の整備・充実

概 要

　新型コロナウイルス感染症の全国的な蔓延に伴い、小中学校が必要な感染症対策を講じて教
育活動を継続できるよう整備する。
　・消毒液等の消耗品購入
　・空気清浄機、ブルーヒーターの備品購入

評 価
　感染対策を徹底した環境を提供し、児童生徒の学びの保障ができた。

就学環境の整備・充実

概 要
　日本スポーツ振興センターと学校の設置者との契約により、学校の管理下における児童生徒
の災害（負傷、疾病、障害又は死亡）に対し、災害共済給付を行う。

評 価
　請求手続きを遅滞なく行い、児童生徒に対し遺漏なく給付した。

就学環境の整備・充実

概 要
　学校生活における健康管理の専門的事項に関し、技術及び指導に従事していただくため学
校保健安全法に基づき、学校医、学校歯科医及び薬剤師を配置する。
　・学校医…３名　・学校歯科医…１名　・薬剤師…１名

概 要

　児童生徒及び教職員の健康の保持・増進のため、学校保健安全法に基づき下記の健康診断
を実施する。
　＜児童生徒健診＞　内科・歯科・眼科・耳鼻科検診、尿・心電図・貧血・ピロリ菌検査
　＜就学時健診＞　内科・眼科・耳鼻科健診
　＜教職員健診＞　成人健診

評 価 　学校生活において、児童生徒及び教職員の健康の保持・増進が図られ、充実した学校教育
活動を展開した。

評 価 　感染症蔓延時は学校に対し技術的助言を行い、学校は助言に基づいて学級閉鎖をする等の
対応を行い、児童生徒が健康に学校生活を送ることができた。

就学環境の整備・充実
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施 策 名 No.12 学務課

事 業 名 小中学校村費負担教員及び学校教育支援員配置事業

令 和 ４ 年 度決 算額 81,942 千円

Ａ

施 策 名 No.13 学務課

事 業 名 小中学校検定受検費補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 598 千円

Ａ

施 策 名 No.14 学務課

事 業 名 教育相談員配置事業

令 和 ４ 年 度決 算額 11,536 千円

Ａ

施 策 名 No.15 学務課

事 業 名 六ヶ所村夢をはぐくむ教育推進事業

令 和 ４ 年 度決 算額 2,997 千円

Ａ

教育の質の向上

概 要
　知・徳・体の調和のとれた人間性豊かな児童生徒を育成するため、小中学校が実施する「夢を
はぐくむ教育」推進事業を補助する。
　・小学校…４校　・中学校…３校

評 価 　郷土の良さや環境問題に気付く、読書の習慣化を図るなど、学校毎に創意工夫を凝らした事
業が展開され、児童生徒に豊かな心を育む契機を与えた。

教育の質の向上

概 要

　児童生徒の学習意欲の向上及び保護者の経済的負担の軽減を図るため、各種検定費を補助
する。
　＜補助人数＞小学校…118名　　中学校…100名　　計…218名
　・年度内に受験した検定のうち、最も高い受検料の額を上限とし、年１回補助

評 価
　児童生徒の学習意欲の向上及び保護者の教育に係る経済的負担の軽減が図れた。

教育の質の向上

概 要
　教育相談員による電話・来室相談や学校・家庭訪問等を行い、幼児、小中学生の生育・不登
校・進学・就学等の支援、指導の充実を図る。
　　・教育相談員…4人　・相談数…98件（訪問含む）

評 価 　教育委員会と密に情報共有しながら、就学指導や教育相談等において親身に問題解決に取
り組み、児童生徒、保護者及び教職員の不安や負担を軽減することができた。

教育の質の向上

概 要
　「学力の向上」施策の実施と、支援が必要な児童生徒が学校生活を健全に送るために、小中
学校に村費負担教員等を配置する。
　・村費負担教員　９人　・学校教育支援員　11人

評 価  　個別指導やティームティーチング方式でのきめ細かい指導を行い、主体的に学習に取り組む
態度が養われ、学力向上が図られている。
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施 策 名 No.16 学務課

事 業 名 学校教育振興会補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 4,323 千円

Ａ

施 策 名 No.17 学務課

事 業 名 村営学習塾運営業務委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 16,501 千円

Ａ

施 策 名 No.18 学務課

事 業 名 環境・エネルギー教育推進事業

令 和 ４ 年 度決 算額 695 千円

Ａ

施 策 名 No.19 学務課

事 業 名 学力到達度調査及び学習意識調査委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 1,058 千円

Ａ

教育の質の向上

概 要

　児童生徒の学習実態の把握を目指し、年１回の知能検査、標準学力検査、進路適性検査等
を実施する。個に応じたきめ細やかな学習指導を展開するため、調査結果を分析して、教職員
の以後の指導に活かす。
　＜実施時期＞　４月
　＜対象学年＞　小学２年生～中学３年生

評 価 　基礎的な内容から応用的な内容まで幅広く学習実態が把握でき、児童生徒の学習内容の補
充と教職員の指導方法等の改善につながった結果、学力の向上が着実に図られている。

評 価   きめ細かな学習指導が実施されており、児童生徒の基礎学力の向上及び学習意欲の高揚が
図られている。

教育の質の向上

概 要
　児童生徒が、エネルギー関連施設の見学や教材学習を通して、エネルギーと環境保全に関す
る諸問題や、エネルギーと自分たちの生活とのかかわりについて理解を深め、エネルギーの有
効利用を自ら考える資質と能力の育成を図る。

評 価

教育の質の向上

概 要
　学校教育の振興を図ることを目的に、学校教育振興計画の策定、基礎資料の調査及び研究
結果、児童生徒の学芸行事、体育行事、小・中・高連携教育の振興・充実を図るため補助する。
　・学芸委員会…429千円　・体育委員会…2,868千円　・事務局…1,026千円

評 価 　新型コロナウイルス感染予防対策を講じて、６月８日に小学生陸上記録会開催、10月28日に
作品展開催、各種弁論大会への参加、教職員を各種研修会へ派遣する等、小中学校及び高
等学校の教育振興が図られた。

教育の質の向上

概 要

　村の将来を担う人材育成と児童生徒の学習意欲向上、家庭学習習慣の確立、基礎学力の向
上を図る。
　＜受講生数＞　小学５年生…21人（国算）　　小学６年生…21人（国算）
　　　　　　　　　　　中学１年生…15人（英数）　　中学２年生…22人（英数）
　　　　　　　　　　　中学３年生…18人（５教科）　計　97人

　小学生を対象とした東北大学理科出前授業や、エネルギーに関する学習教材の利用をとおし
て、児童生徒が環境問題やエネルギーと自分たちの生活との関わりについて認識を深め、科学
的思考力を育む機会の充実が図られた。
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施 策 名 No.20 学務課

事 業 名 学校評議員配置事業

令 和 ４ 年 度決 算額 330 千円

Ａ

施 策 名 No.21 学務課

事 業 名 小中学校タブレット端末購入事業

令 和 ４ 年 度決 算額 30,998 千円

Ａ

施 策 名 No.22 学務課

事 業 名 小中学校タブレット教材購入事業

令 和 ４ 年 度決 算額 3,227 千円

Ａ

施 策 名 No.23 学務課

事 業 名

令 和 ４ 年 度決 算額 13,915 千円

Ａ

教育の質の向上

概 要
　開かれた学校づくりのため、学校の教育目標、教育方針、教育活動の充実、地域の連携、学
校運営に関し、学校長が意見を求めるために学校評議員を配置する。
　・評議員数…25名（７校）

評 価 　定期的に会議が開催され、有識者の意見が学校経営に反映されることにより、一層地域に開
かれ、活力のある教育活動が展開されている。

評 価 　児童生徒の情報活用能力を育み、ＧＩＧＡスクール構想の推進及び情報化に対応する教育の
充実の一助になっている。

教育の質の向上

小中学校タブレット端末活用支援事業

概 要
　タブレット端末の導入に伴い、児童生徒及び教職員が積極的かつ効果的に活用出来るように
支援員を配置し、的確な指導支援を行い、授業の効率化と分かりやすい授業の構築を図る。
　・ICT支援員…３名

評 価 　支援員の配置により、教職員のＩＣＴ活用指導力及び児童生徒の学習意欲や授業理解度が高
まるとともに、情報モラル教室の実施によって適切な情報活用の理解に寄与した。

教育の質の向上

概 要

　平成27年度に導入したタブレット端末が、令和５年１月にサポート期間が終了することから、安
全な動作環境を確保するためタブレット端末の更新を行う。
　＜購入台数＞　小学校…156台（５・６年生分）
　　　　　　　　　　　中学校…235台（全学年分）　21台（教職員分）

評 価 　児童生徒の学びを保障すると共に、　ＧＩＧＡスクール構想の推進と教職員の事務的負担の軽
減が期待できる。

教育の質の向上

概 要
　タブレット端末を有効活用するため、学習支援ソフト及び授業支援ソフトを導入する。
　＜学習支援ソフト＞　小学校500ライセンス、中学校280ライセンス　（教職員分含む）
　＜授業支援ソフト＞　小学校428ライセンス、中学校241ライセンス
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施 策 名 No.24 学務課

事 業 名 教員住宅改修事業

令 和 ４ 年 度決 算額 2,623 千円

Ａ

施 策 名 No.25 学務課

事 業 名 教員住宅建築工事実施設計業務委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 3,322 千円

Ａ

施 策 名 特別支援教育の充実 No.26 学務課

事 業 名 教育支援委員会補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 266 千円

Ａ

施 策 名 No.27 学務課

事 業 名 特別支援教育就学奨励事業

令 和 ４ 年 度決 算額 257 千円

Ａ

教職員等の住環境の整備・充実

概 要
　教員住宅を適正に維持管理するために必要な修繕・工事を行い、教職員が地域に定住できる
環境を作る。
　・第二中学校教員住宅２号棟風除室・物置鍵交換修繕ほか　計…19件

評 価
　教員住宅の健全化が図られ、教職員の生活環境の改善に寄与した。

概 要

　心身に障害のある幼児、児童生徒の障害の種類、程度について、専門的立場から調査及び
審議を行い、適切な学びの場を保障する。就学後も適切な指導及び支援が行えるよう助言をす
る。
　・委員会開催数…５回　・対象者数…６名

評 価 　小中学校、こども園との連携、就学相談や面談、専門医からの意見聴取等により、支援を必要
とする児童・生徒が適正な就学への助言ができた。

特別支援教育の充実

概 要

　特別支援学級に在籍する児童生徒の保護者に対し、経済的負担軽減のため奨励費を支給す
る。
　＜支給費目＞　学用品費、校外活動費、修学旅行費など
　＜認定者数＞　小学校…９名　中学校…６名　　計…15名
　＜支給金額＞　小学校…79千円　　中学校・・・178千円

評 価 　保護者の特別支援学級に就学するための経済的負担軽減が図られ、特別な支援を必要とす
る児童の学びの場を保障した。

教職員等の住環境の整備・充実

概 要
　教職員が地域に定住できる環境を提供するため、教員住宅の建築工事に係る実施設計を行
い、円滑に着工できるようにする。
　・千歳平小学校…２棟　・泊中学校…２棟

評 価
　実施設計を実施したことにより、令和５年度の建築工事の円滑な実施に寄与した。
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施 策 名 No.28 学務課

事 業 名 通級による指導通学費補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 28 千円

Ａ

施 策 名 No.29 学務課

事 業 名 奨学資金貸付事業

令 和 ４ 年 度決 算額 30,180 千円

Ａ

施 策 名 No.30 学務課

事 業 名 高等学校生徒通学費等補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 9,618 千円

Ａ

施 策 名 No.31 学務課

事 業 名 六ケ所高校通学バス委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 101,112 千円

Ａ

高等教育就学の充実

概 要
　他市町村の高等学校（六ケ所高校及び定時制並びに通信制高校を除く）に通学（下宿）する
生徒の交通費等を補助する。
　＜利用生徒数＞　117名

評 価
　保護者の通学費等（下宿含む）の経済的負担軽減と通学条件の緩和が図られた。

高等教育就学の充実

概 要

　六ケ所高校生徒の通学手段の確保及び地域住民の交通の利便性向上を目的に通学バス及
び巡回バス（スワニー号）を運行する。
　＜利用生徒数＞　１年生…37名　2年生…35名　3年生…30名　　計…102名
　＜スワニー号利用者数＞　501人（延べ人数）

評 価 　保護者の通学に係る経済的負担の軽減及び通学条件の緩和が図られた。また、土曜日はスワ
ニー号として運行させることで、地域住民の交通手段の一つとして役立っている。

特別支援教育の充実

概 要
　小学校の普通学級又は特別支援学級に在職し、野辺地町立若葉小学校で実施している「こと
ばの教室」に通級する児童の保護者に交通費を助成する。
　・対象者数…１名

評 価 　保護者の通級に係る経済的負担軽減が図られ、特別な支援を必要とする児童の学びの場を
保障した。

高等教育就学の充実

概 要

　村内に住所を有する者の子弟で就学意欲を持つ生徒であるにもかかわらず、経済的な理由に
より就学が困難な者に対して貸与する。
　＜貸与人数＞　新規　計…７名　（大学生…７名）
　　　　　　　　　　　継続　計…34名　（大学生…24名，短期大学生…３名，専門学校生…５名
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高等専門学校生（５年）…１名，高校生…１名）

評 価 　経済的な理由により大学等への就学が困難な村内の学生等の進学率の向上に寄与してい
る。
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施 策 名 No.32 学務課

事 業 名 六ケ所高校活性化対策協議会補助事業

令 和 ４ 年 度決 算額 2,459 千円

Ａ

施 策 名 No.33 学務課

事 業 名 室蘭工業大学交流事業

令 和 ４ 年 度決 算額 1,430 千円

Ａ

施 策 名 No.34 学務課

事 業 名 生徒指導推進事業

令 和 ４ 年 度決 算額 288 千円

Ａ

施 策 名 No.35 学務課

事 業 名 海外体験学習事業（小中学校）

令 和 ４ 年 度決 算額 5,965 千円

Ａ

小中学生海外体験学習事業

概 要

　２１世紀を担う人材育成をテーマに、国際化時代に活躍できる若い人材を育成するため、村の
小中学校の児童生徒がホームステイ等により海外体験学習を行う。
　
　・小学生…新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止
　・中学生…新型コロナウイルス感染対策を講じて、長崎県ハウステンボスで英語体験学習を
　　　　　　　　代替事業で実施した。
　　　　　　　　　12名（横浜町中止）　・引率…４名

評 価 　外国人とのコミュニケーション能力、英語のスピーチ力とも向上が見られ、学校生活において
も、英語体験を活かした授業への取り組み方などに効果が見られる。

概 要
　室蘭工業大学の教授や大学生との「ものづくり」授業を通じて、科学に対する興味・関心を呼び
起こし、未来の国際科学技術都市確立に向けての人材・基盤づくりを図るとともに、キャリア教育
の一環として、大学生とコミュニケーションを図ることにより、将来の進路選択の一助とする。

評 価 　大学の教授、学生との対話や交流を通して、生徒が六ヶ所村に深く関係する科学や工業に対
する興味・関心を高めるとともに、大学進学など自身の将来について考える機会となった。

青少年の健全育成推進

概 要

　六ヶ所村教育委員会、六ヶ所村連合PTA、野辺地警察署、少年補導協力員等の各関係機関
と各校の生徒指導担当者、村教育相談員の連携のもとに、六ヶ所村の児童生徒の健全育成と
非行の未然防止を図る。
　　・生徒指導推進協議会…年4回

評 価 　会議での組織間の連携や情報交換により、各校のいじめや非行の未然防止につながるととも
に、会議参加者の生徒指導に関する研鑽が深められた。

概 要

　六ケ所高校の大学進学率向上を図るため、進学を希望する1・2年生を対象に、予備校の進学
講習や大学の講義を体験受講するための経費及び部活動遠征時の車両借上げ経費に対し補
助する。
　・スタディサプリ年間利用料負担…　114名（全校生徒）
　・公務員対策講座受講人数…　４名
　・東北地方大学見学会参加人数…　40名（１学年）

評 価
　大学進学へ向けた学力の向上及び契機作りが図られ、進学率の向上に寄与している。

高等教育就学の充実

高等教育就学の充実

- 19 -



施 策 名 No.36 学務課

事 業 名 外国語指導業務委託事業

令 和 ４ 年 度決 算額 25,913 千円

Ａ

施 策 名 No.37 学校給食センター

事 業 名 学校給食センター管理業務

令 和 4 年 度 決 算 額 178,701 千円

Ａ

施 策 名 No.38 学校給食センター

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

-

施 策 名 No.39 学校給食センター

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 33 千円

Ａ

施 策 名 No.40 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

―

外国語教育の推進

概 要
　児童生徒の国際的視野を養うため、外国語指導助手（ALT）を５人招致し、幼児期からの外国
語指導の充実を図る。
　・こども園…４園　・小学校…４校　・中学校…３校

評 価 　小中学校及びこども園における外国語指導の充実及び異文化理解の促進が図られ、将来を
担う人材の育成に寄与した。

概 要  学校給食センター運営を適正かつ円滑に行なうため運営委員会を年２回開催

評 価 　運営委員会に対し、当年度の運営概要、事業報告、次年度の事業計画、当初予算について
報告、令和６年度の給食費単価についての説明および了承を得た。

多種多様な学習機会の充実

家庭教育（乳幼児）学級開催事業

概 要 　乳幼児をもつ親を対象に、学習機会を提供することにより親の資質向上を図る。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

学校給食の充実

学校給食センター運営委員会

学校給食の充実

概 要
　村内児童・生徒・教職員等への栄養バランスのとれた安心安全な給食の提供及び家庭におけ
る食生活改善に資するための献立表の配布並びに栄養教諭による学校訪問の実施

評 価 　食材に六ヶ所産の米及び野菜や特産物を使用するなど、概ね期待通りの給食の提供ができ
た。

学校給食の充実

バイキング給食事業

概 要
　児童・生徒一人一人が、自分で献立の中から栄養バランス、自分にあった量等を考え、楽しく
食べながらマナーの基本を学ぶことを目的として、村内小・中学校においてバイキング給食を、
年4回開催。
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施 策 名 No.41 社会教育課

事 業 名 小中学校家庭教育学級（地域連携学習）開催事業

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

―

施 策 名 No.42 社会教育課

事 業 名 ことぶき教室開催事業

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

―

施 策 名 No.43 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

Ａ

施 策 名 No.44 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 944 千円

Ａ

各種団体等との連携強化

社会教育団体等補助金交付事業

概 要
　社会教育団体の活動に対し財政的支援を行うことにより、その活動の活性化を図る。
　（文化協会、連合PTA、連合婦人会、サークル団体）

評 価 　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため、予定していた事業を縮小して実施した団体も
あったが、各団体にて感染予防対策をして、研修会や日々の活動を行うことができた。

多種多様な学習機会の充実

リフレッシュセミナー開催事業

概 要

　現代の社会情勢をとらえ、色々な学習への意識啓発と機会を提供し、よりよい生活づくりと仲間
づくりをする。（感染防止対策のため、受講人数の制限等徹底しての開催）
開催日：令和5年3月11日（日）　参加者10名　講師に企業を利用したため講師資料なしとなっ
た。

評 価
　感染対策をしたうえで、「睡眠」と「健康」をテーマに開催。当初の目的を達成できた。

多種多様な学習機会の充実

概 要
　児童生徒をもつ保護者及び親子を対象に、家庭での教育力の向上を図り、子育て支援の一
助とするため、家庭教育に関する講演会や体験学習等を実施。各小中学校に学習会等を計画
してもらい、講師謝金、交通費は社会教育課が支払う。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

多種多様な学習機会の充実

概 要 　高齢者を対象としたグラウンド・ゴルフ大会、文化芸能発表鑑賞。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。
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施 策 名 No.45 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

―

施 策 名 No.46 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 314 千円

Ａ

施 策 名 No.47 社会教育課

事 業 名 スポーツ大会開催事業

令 和 4 年 度 決 算 額 10,760 千円

Ｂ

施 策 名 No.48 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 168 千円

Ａ

市町村対抗で9区間26.1kmで競う駅伝大会に参加し、2回の選考会及び強化練習、7月～9月の
練習を行い競技力の向上を図る。

概要

概 要

競技スポーツや家族で気軽に参加する軽スポーツの推進、生涯スポーツの普及振興を図るため
に実施。
軽スポーツ・レクリエーション大会（令和4年10月22日（土））
エネルギーパークマラソン大会（令和4年9月25日（日））※スポーツ協会へ委託

評 価 　軽スポーツ大会は周知方法が足りなかったため、集客が少なかった、またエネルギパークマラ
ソン大会も当初の目標集客に届かなかったので、広報等に力を入れる必要がある。

各種団体・個人支援

県民駅伝競走大会事業

評 価
　県民駅伝競走大会に向けて、選手強化を図り、村の部1位に優勝することができた。

青少年の体験活動の充実

ジュニアリーダー研修会開催事業

概 要
　小学生の５、６年生を対象とし、団体生活を通じ、リーダーに必要な知識や技能、仲間への思
いやりの気持ちを育むとともに、共同生活に必要な心構えを学ぶ。

評 価
　新型コロナウイルス感染症拡大防止対策のため中止。

青少年の体験活動の充実

少年少女発明クラブ活動事業

概 要

　児童生徒が創作活動を通じて考えたり工夫する力をつけ、夢や希望にあふれた心豊かな人間
形成を図るため、専門指導員による創作活動や化学実験の実施、ロボットコンテストへの参加を
主とし活動している。
　小学3年生から中学3年生まで24人所属

評 価 　今年度は人数制限があったもののロボットコンテストを実施することができた。競技別にみても
勝ち抜いて初級のロボット相撲で第3位の賞状をもらったり、上級のビンゴマスターでは作成した
ロボットのアイデア賞をもらったりと入賞することができた。

スポーツをする機会の充実
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施 策 名 No.49 社会教育課

事 業 名 全国大会等参加競技団体支援事業（スポーツ補助金）

令 和 4 年 度 決 算 額 1,097 千円

Ａ

施 策 名 各種団体・個人支援 No.50 社会教育課

事 業 名 社会体育団体補助金交付事業（六ヶ所村スポーツ協会補助金)

令 和 4 年 度 決 算 額 15,671 千円

Ａ

施 策 名 No.51 社会教育課

事 業 名 大石総合運動公園及び総合体育館管理運営事業

令 和 4 年 度 決 算 額 42,141 千円

Ａ

施 策 名 No.52 社会教育課

事 業 名 千歳平地区体育館及び屋内グラウンド管理運営事業

令 和 4 年 度 決 算 額 6,433 千円

Ａ

　新型コロナウイルス感染症の影響により大会中止となる中でも、対策を講じて実施した大会に
出場する選手に対して補助し、負担の軽減ができた。

住民のニーズに合わせた施設の運営

概 要
　施設の定期点検や適時の維持・修繕等に努め、施設の適正な管理運営により、地域住民に対
する利用サービス提供の効果及び効率を向上させる目的で指定管理に管理委託。

評 価 　本村におけるスポーツ振興の拠点となる施設であり、子どもから高齢者に至るまで、幅広く利用
されており、村民の健康増進とスポーツの普及振興を図ることができた。

住民のニーズに合わせた施設の運営

概 要
　施設の定期点検や適時の維持・修繕等に努め、施設の適正な管理運営により、地域住民に対
する利用サービス提供の効果及び効率を向上させる目的で指定管理に管理委託。

評 価 　千歳地区におけるスポーツ振興の拠点となる施設であり、子どもから高齢者に至るまで、幅広く
利用されており、村民の健康増進とスポーツの普及振興を図ることができた。

各種団体・個人支援

概 要
　東北大会、全国大会に参加する各種団体・個人に大会参加に係る費用の一部を補助し、費用
負担の軽減を図る。（補助金について広く周知するため村HPや情報誌等に掲載）
・野球、サッカー、卓球　等　約２１件の申請

評 価

概 要 　地域のスポーツ振興の中核をなす村スポーツ協会の活動に対する補助金交付。

評 価 　令和元年度からは、村スポーツ少年団の事務局を村スポーツ協会へ移管し、スポーツ少年団
の活動経費も含め補助金を交付することで、円滑に活動することができた。
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施 策 名 No.53 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 137,344 千円

Ａ

施 策 名 住民のニーズに合わせた施設の運営　　 No.54 社会教育課

事 業 名 郷土館管理運営事業

令 和 4 年 度 決 算 額 31,673 千円

Ａ

施 策 名 No.55 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 37,509 千円

Ａ

施 策 名 No.56 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 902 千円

A

住民のニーズに合わせた施設の運営

図書館管理運営事業

概 要
　施設の定期点検や適時の維持・修繕等に努め、施設の適正な管理運営により、地域住民に対
する利用サービス提供の効果及び効率を向上させる目的で指定管理委託。

評 価 　本村における主要な施設のひとつである図書館は「利用者に親しまれ、魅力ある図書館」の運
営を目指し、様々なイベント等を企画開催して多様化する利用者のニ－ズに応じることにより、図
書館の利用率を上げることができた。

概 要

　生涯学習の場の提供や情報を提供することにより、学習活動への参加を促し、一人一人の生
涯学習意欲を高め、主体的に学ぶことの楽しさを実感できるよう、県内外で活躍する方を招き講
演やワークショップなどを開催し、意識高揚、生きがい作りのきっかけとして開催する。
令和4年9月18日、ねぶた師 北村春一氏を講師にねぶたの古材を使ったワークショップと
AOMORIバルーン集団ねじりんごによるステージショーの実施。他県内で活動している様々な分
野のワークショップ等

評 価 　ねぶたを題材としたテーマであったことから、子どもからお年寄りまで、幅広い年齢の方々に参
加していただき、開催の目的を達成することができた。

住民のニーズに合わせた施設の運営

屋内温水プール管理運営事業

概 要
　施設の定期点検や適時の維持・修繕等に努め、施設の適正な管理運営により、地域住民に対
する利用サービス提供の効果及び効率を向上させる目的で指定管理に管理委託。

評 価 　本村におけるスポーツ振興の拠点となる施設であり、子どもから高齢者に至るまで、幅広く利用
されており、村民の健康増進とスポーツの普及振興を図ることができた。

文化活動の拡充

生涯学習イベントきらきらライフフェスティバル開催事業

概要

評価

　施設の定期点検や適時の維持・修繕等に努め、施設の適正な管理運営により、地域住民に対
する利用サービス提供の効果及び効率を向上させる目的で指定管理委託。

　郷土館は「地域文化の創造と継承」や「生涯学習の推進」を基本方針とし、住民のニ－ズに合
わせた運営を目指し、様々なイベント等を企画開催して利用率を上げることができた。
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施 策 名 No.57 社会教育課

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 1,285 千円

Ａ

施 策 名 No.58 中央公民館

事 業 名 分館運営委託事業

令 和 4 年 度 決 算 額 2,565 千円

B

施 策 名 No.59 中央公民館

事 業 名 わくわく親子体験講座

令 和 4 年 度 決 算 額 25 千円

Ａ

施 策 名 No.60 中央公民館

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 984 千円

Ａ

各芸能団体等の支援・人材育成

民俗芸能団体補助金

概 要
　祖先から受け継いできた民俗芸能の保存・育成・振興を図るため団体の活動に対し補助金を
交付する。
（活動補助金12団体、民俗芸能発表会参加補助金７団体、人財育成補助金１団体）

評 価
　補助金を交付することで、団体の活動が活性化された。

地域課題解決に向けた地域活動への住民参加促進

概 要
　地区館のない地区に分館を設置し、地区独自の行事や学習会等を実施することで地域の活
性化を図ることを目的として委託している。7分館と委託契約

評 価 　各分館が独自の事業を展開しているが、少子高齢化等により活動が難しい分館もあり、地域力
の低下が見られる。

家庭教育支援の充実

概 要

　子どもが健全で健やかに成長する過程として、親子で経験し共有することで、心豊かにするこ
とを目的に実施。
　令和4年10月2日、１１月6日　「綿棒を使って絵を書いてみよう」「オリジナルマグネット作り」を実
施

評 価 　親子で同じ体験をすることで、親が子どもの意外な一面を知れたり、親子で同じ体験をする機
会を得るなど、有意義な時間を与えることができた。

青少年の体験活動の充実

令和５年六ヶ所村はたちを祝う会

概 要

　新成人を祝うため実施。
　令和5年六ヶ所村はたちを祝う会（対象は、平成14年4月2日から平成15年4月1日生まれの村
内中学校を卒業した者及び村内在住者）参加者83名。※令和4年4月民法改正により、成年年
齢が１８歳に引き下げられたが、六ヶ所村では引き続き二十歳を対象に式典を開催することとし
た。

評 価 　新型コロナウイルス感染予防対策を講じたうえで実施し、参加者が安全・安心に式典に参加す
ることができた。
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施 策 名 No.61 中央公民館

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 751 千円

Ａ

施 策 名 No.62 中央公民館

事 業 名 村民文化祭開催事業

令 和 4 年 度 決 算 額 511 千円

Ａ

施 策 名 No.63 中央公民館

事 業 名 民俗芸能発表会開催事業

令 和 4 年 度 決 算 額 31 千円

Ａ

施 策 名 No.64 泊地区ふれあいセンター

事 業 名 成人講座開講事業

令 和 4 年 度 決 算 額 266 千円

Ａ

多種多様な学習機会の充実

概 要
　地域住民への充実した生涯学習の機会を提供し、教養をより深められるようサポートする。
ポーセラーツ教室やみそ作り教室等、１7講座を開設し、38回開催、参加者数のべ２５２名。

評 価
　各講座とも定員をほぼ満たすことができ、目標を達成できた。

評 価 　新型コロナウイルス感染予防対策を講じ実施することができた。本事業を開催したことにより、
各地区民俗芸能の振興を図ることができた。

評 価
　受講者から満足したとの声（アンケート実施）が多く、目的を達成できた。

学習成果の活用

概 要

　村内各団体や、自主サークル等の学習成果を発表する機会を提供する事で、芸術文化に対
する意識高揚と学習意欲の向上を図る。（感染対策を講じたうえで実施）
令和4年10月29日(土)～30日(日)　村内各団体や講座作品の展示、体験型ワークショップの実
施

評 価 　村内の小中学生の作品を展示したことで家族づれでの参加が見られたり、アンケート結果で
は、来年度への期待値も高く、どんな形でも実施してほしいとの声があった。コロナ禍でも工夫し
ながら実施できた事で良い成果を得られた。

学習成果の活用・世代間交流の推進

概 要
　民俗芸能の効果的な保存・育成・振興に努め、文化の担い手である村民の積極定な参加を併
せて子孫への継承を図る。
　令和5年1月7日(土)　千歳平小学校で開催（参加団体9団体）

多種多様な学習機会の充実

中央公民館講座開設事業

概 要
　趣味や教養を高めるための様々な講座等を開設し、村民の学習機会の充実を図るため、10講
座開設。　（感染防止対策のため、受講人数の制限等徹底しての開催）
　実施回 　　6月～3月まで　55回　　　　受講者数 ： 278人
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施 策 名 多種多様な学習機会の充実 No.65 泊地区ふれあいセンター

事 業 名 サークル活動支援事業

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

Ａ

施 策 名 学習成果の活用・世代間交流の推進 No.66 泊地区ふれあいセンター

事 業 名 泊地区ふれあいセンター祭開催事業

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

―

施 策 名 青少年の体験活動の充実 No.67 泊地区ふれあいセンター

事 業 名

令 和 4 年 度 決 算 額 0 千円

―

施 策 名 No.68 泊地区ふれあいセンター

事 業 名 花いっぱい運動

令 和 4 年 度 決 算 額 137 千円

Ａ

地域課題解決に向けた地域活動への住民参加促進

概 要
　各団体間の協力と地域の連携強化のため、ふれあいセンター周辺の除草と花壇の整備を実
施。今年は約６０名が参加、バイパスのセンター入り口の花壇に1,200鉢の花の苗を植えた。

評 価
　環境美化を通じ、各団体間の協力と地域住民の連携強化を図ることができた。

概 要
　講座やサークル活動での学習成果の発表と作品展示の機会を提供し、当館の利用促進と芸
術・文化活動の振興を図る。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

青少年教室開催事業

概 要 　地域住民を対象に体験教室を開催し地域の世代間交流を図る。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

概 要
　地域でサークル活動している団体がスムーズに活動できるように支援する。　施設利用団体は
５団体、実施回数25回、参加者数のべ172名。

評 価
　登録団体の継続した活動を支援することができた。
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施 策 名 No.69 泊地区ふれあいセンター

事 業 名 貸し館事業

令 和 4 年 度 決 算 額 154 千円

Ａ

施 策 名 No.70 泊地区ふれあいセンター

事 業 名 泊地区ふれあいセンター浴場施設管理運営事業

令 和 4 年 度 決 算 額 11,469 千円

Ａ

施 策 名 No.71 千歳平地区公民館

事 業 名

令 和 ４ 年 度決 算額 452 千円

A

施 策 名 No.72 千歳平地区公民館

事 業 名

令 和 ４ 年 度決 算額 35 千円

A

　 継続した講座に加え今年度新たに1講座を追加した。各講座とも好評であり、講師と参加者が
様々なアイディアを持ち寄ったり、情報交換したりと楽しい交流の場とすることができた。

評 価

多種多様な学習機会の充実

ミニ講演会事業

概 要
　住民相互の親睦を深めることを目的とし、ギョウザ作りの他に今年はキンパ作り教室、ドイツ文
化体験教室を開催。53名が受講。

評 価 　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、地区館祭縮小や年間行事の中止により地区住民と
の交流がなかなか難しいなか、コロナ対策を講じながら行ったこの教室は、受講者にとても好評
で有意義な事業とすることができた。

住民のニーズに合わせた施設の運営

概 要
　浴場施設の適切な維持管理及び運営により、地域住民を含む利用者に対するサービス提供
の効果と効率の向上を目的に指定管理業務を委託する。

評 価 　泊地区を中心とした幅広い年齢層に利用されており、地域の健康とやすらぎが得られる施設と
して機能するよう継続する。

多種多様な学習機会の充実

公民館講座開講事業

概 要
　管内在住者及び在勤の人を対象に生涯学習の機会を提供し、学習を通じて受講生の交流や
生涯学習意欲の高揚を図ることを目的として７講座を開設。延べ受講者300人。

住民のニーズに合わせた施設の運営

概 要
　地域の主要拠点として利用促進を図り、講座やサークル活動の他、いきいきサロン、葬儀等の
利用に対応。年間利用者数のべ8,447名

評 価
　利便性の向上を考慮しながら施設を提供することができた。
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施 策 名 No.73 千歳平地区公民館

事 業 名

令 和 ４ 年 度決 算額 0 千円

―

施 策 名 No.74 千歳平地区公民館

事 業 名

令 和 ４ 年 度決 算額 184 千円

A

施 策 名 No.75 千歳平地区公民館

事 業 名

令 和 ４ 年 度決 算額 0 千円

A

文化活動の拡充

広報活動事業

概 要
　公民館活動の情報提供を目的とする広報誌「公民館だより　オアシス」を、公共施設5か所に1
部ずつ配布し掲示の依頼、管内8自治会に毎月458部を配布。

評 価 　毎月管内周辺の出来事や、公民館講座情報等を広報している。特にマイナンバー申請や地
区館祭開催を周知したところ、興味を示す人が多く、また、開催されれた地区館祭には多くの来
場者があり、目的を達成することができた。

青少年の体験活動の充実

概 要 　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

評 価
　新型コロナウイルス感染拡大防止対策のため中止。

スポーツをする機会の充実

健康づくり事業

概 要
　体力の増進と明るく健全な生活向上を図ることを目的とし「ヨガ教室」を開催。開催回数22回、
延べ169人が参加。

評 価 　 日頃の運動不足やストレス解消に、たくさんの住民が参加し楽しい教室になっている。参加者
からの回数を増やしてほしいとの要望に応え、今年度は22回に増やし実施する等、目的を達成
することができた。

管内小学校映画鑑賞開催事業
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